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我々は，これまで 5 名の調査協力者が，離床してストレッチャーに移乗後に sAMY が上昇し，
居室に戻ってベッドに臥床後に下降していたことを明らかにした。
　今回，協力者 1 名（A さん）に対し，本人が何にストレスを感じているか，さらに詳細な
測定を行った。A さんに対する離床ケアを変えながら，ケアの前後で sAMY を測定したところ，
有意な変動が見られたのは，リフトによる離床ケアと女性 2 人での離床ケアであった。A さ











Evaluation of the Stress by Using Salivary Alpha-amylase Activity for Bedridden 
Persons with Cognitive Difficulties Living in Nursing Homes. 
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あたっては GCS（Glasgow Coma Scale）を用い，
重度を示す 8 以下の方を対象とした。
２）研究の方法
　調査期間は，2016 年 1 月 31 日～ 2019 年 3 月
31 日である。一人の被験者に対し，半年に 1 度離

















































































従来の 1 人体制でのデータと，2 人で実施した際
のデータとを比較する。測定の種類としては，従
来どおり居室担当の女性 1 人で行う場合，女性 2
人でケアを行う場合，男性 2 人でケアを行う場合



























































⼥性介護者 1 ⼈ 14.0 12.8
⼥性介護者 2 ⼈ 4.2 3.8
男性介護者 2 ⼈ 7.0 10.2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ p<.05
＊


















んの sAMY の平均値は，26.4kIU ／ L で，男性介
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